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㸲㸬JST᚟⯆ಁ㐍センター௝ྎ事務ᡤでの活動 

 同センターでは、ᮾ日本大㟈⅏からの᚟⯆に向けて、JST がこれまでに⵳✚してきた知見や

⏘学連ᦠのノウࣁウ、ᙉࡳを最大㝈に活用し、被⅏ᆅ発の௻業ࢽーࢬの発᥀、大学等ࢩーࢬと

௻業ࢽーࢬの࣐ッチング、ඹ同研究の᥎㐍等のᨭ᥼に精ຊ的にྲྀり⤌ࢇでいる。 

     また、ᮾᾏᆅ域の௻業ཬࡧ大学のே⬦を活かし、ᮾ໭ᆅ域の大学ཬࡧ௻業との࣐ッチングも

ྲྀり⤌ࢇでいる。 

 

    ᚟⯆ಁ㐍プログラ࣒事業内容 

    

事業ྡ 

࣐ッチングಁ㐍 㸿－㹑㹒㹃㹎 ⏘学ඹ๰ 
可能性ヨ験 タイプϨ タイプϩ ᥈ ⣴ 㺚㺎㺛㺼㢧ᅾ化 

事 業 

内 容 

JST ࣐ッチングプランࢼーが⏘学ᐁ

連ᦠᨭ᥼機関の༠ຊのもとに被⅏ᆅ

域の௻業のࢽーࢬを発᥀し、これを

ゎỴできる大学等のᢏ⾡ࢩーࢬと࣐

ッチングし⏘学ඹ同研究をᨭ᥼する 

A-STEP 事業のもと FS ス

テージにおいて被⅏ᆅ

域の௻業ࢽーࢬを㋃ま

えたࢩーࢬのᐇ用化可

能性᳨ドをᨭ᥼する 

被⅏ᆅ域の⏘業⏺が望ࡴᢏ

⾡的課題のゎỴに資する基

┙研究をᨭ᥼する。ཪ⏘学ඹ

๰の場を㛤ദし⏘学の対ヰ

を通じてᢏ⾡テー࣐のゎỴ

をຍ㏿する。 

⏦ㄳ者 被⅏ᆅ௻業、 

全ᅜの大学等、 

JST࣐ッチングプランࢼー 

の㸱者ඹ同⏦ㄳ 

全 ᅜ の 大

学等、コー

デ ィ ネ ー

タ 等 の 㸰

者 ඹ 同 ⏦

ㄳ 

被 ⅏ ᆅ ௻

業、全ᅜの

大 学 等 の

㸰 者 ඹ 同

⏦ㄳ 

全ᅜの大学等 

研究費 

 

㹼 200 ୓

෇ 

㹼 1000 ୓

෇㸭年㺭㺍㺟

㺻㺖㺼㺪㺅㺻㺢㺼 

㹼 2000 ୓

෇㸭年㺭㺍㺟

㺻㺖㺼㺪㺅㺻㺢㺼 

基‽㢠 

170୓෇ 

基‽㢠 

800୓෇ 

最大 3000୓෇⛬ᗘ㸭年 

 H24年ᗘは最大 1500୓෇ 

ᮇ 間 1年 㸯㹼㸱年 㸯年 㸯年 㸰㹼㸱年 

ເ 集 

ᮇ 間 

年間を通じ受௜ 

➨㸰ᅇの⥾ษは㸷᭶㸰㸳日 

ເ集⤊஢ 

㸦⥾ษ 㸳᭶㸱㸯日） 

ເ集⤊஢ 

㸦⥾ษ 㸴᭶㸯㸲日） 

᥇ ᢥண

定件ᩘ 

H24年ᗘ 100㹼300課題 300課題 50課題 10課題 
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